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平成 17年 3月期通期業績予想上方修正に関するお知らせ 
連結売上高、経常利益、当期純利益下半期大幅増収増益達成見込み 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 16年 5月 13日の決算発表時に公表いたしました平成 17

年 3月期通期（平成 16年 4月 1日～平成 17年 3月 31日）業績予想を下記のとおり上方修正

いたしましたのでお知らせいたします。 

  
記 

 
１． 平成 17年 3月期通期連結業績予想数値の修正（平成 16年 4月 1日～平成 17年 3月 31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 900  220  74   

今回修正予想（Ｂ） 1,014  242  89   

増減額（Ｂ－Ａ）  114   22   15   

対予算比率（％）  112.7   110.0   120.3  

（ご参考） 

前期（平成 16年 3月期中間）実績 
739   189  108   

 
２．平成 17年 3月期業績予想数値の修正（平成 16年 4月 1日～平成 17年 3月 31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 790  220  115  

今回修正予想（Ｂ） 805  231  130  

増減額（Ｂ－Ａ）  15   11    15  

対予算比率（％）  101.9   105.0   113.0  

（ご参考） 

前期（平成 16年 3月期中間）実績 
739   191    115   

 



３．修正の理由 

当社グループは、前連結会計年度末まで、インターネットサーバサービス事業による事業

展開を行ってまいりました。 

当連結会計年度より、Ｍ＆Ａの実施により株式会社リーフ・アド・プランニングおよび株

式会社イー・フュージョンの２社を当社グループに加え、本年１月には、スポーツレイティ

ング情報提供サービス事業を展開する株式会社スポーツレイティングスを設立したことによ

り、デジタルコンテンツ事業を開始いたしました。 

当連結会計年度の業績につきましては、インターネットサーバサービス事業につきまして

は前連結会計年度同様順調に推移し、また、デジタルコンテンツ事業につきましても、大手

企業の受注等が順調に獲得できたことから、事業開始初年度より通年黒字化が達成できる見

込みとなりました。 

その結果、当連結会計年度における連結の業績につきましては、連結売上高 1,014 百万円

（前年同期比 137.2%）、連結経常利益 242百万円（前年同期比 128.0%）、連結当期純利益 89

百万円（前年同期比 82.4%）と創業以来最高の連結売上高および連結経常利益が見込める状

況となりました。 

単体につきましても、各サービスの増強により、インターネットサーバサービス事業の顧

客が順調に増加し、コスト削減につきましても引き続き注力した結果、単体売上高 805 百万

円（前年同期比 108.9%）、単体経常利益 231百万（前年同期比 120.9%）、単体当期純利益 130

百万円（前年同期比 113.0%）と創業以来最高の単体売上高、単体経常利益および単体当期純

利益が見込める状況となりました。 

 
 （参考資料） 

  特別損失である連結調整勘定一括償却を除く平成 17年 3月期連結業績予想 

 売上高 経常利益 当期純利益 

通   期 1,014  242  132   

    当連結会計年度における連結調整勘定の一括償却を実施した理由としては、株式会社リーフ・ア

ド・プランニングを弊社子会社化した際において発生した連結調整勘定の償却方法について検討し

た結果、保守的な会計方針の元、一括償却を行ったものであります。 

 

（注） 上記の予想は本資料の発表日現在において、現時点で入手可能な情報に基づき当社において判断

したものであります。予想には様々な不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値

と異なる場合がございます。従って、この業績予想に全面的に依拠して投資等の判断を行うことは

差し控えてください。 
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